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協力のためのアジア農業者グループ（AFGC）
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インド協同組合中央会（インド）
インドネシア協同組合協議会（インドネシア）
JA全中（日本）
韓国農協中央会（韓国）
全国農業者連盟（マレーシア）
モンゴル農業協同組合連合会（モンゴル）
フィリピン自作農民連合会（フィリピン）
スリランカ自立農業者連盟（スリランカ）
中華民国農会（チャイニーズ・タイペイ）
タイ協同組合連合会（タイ）
ベトナム協同組合連合会（ベトナム）

設立：1999年10月
目的：アジア・モンスーン気候、零細錯圃、水田での水稲生産主体など
様々な共通性を有するアジア農業者の立場から、WTO、EPA等におけ
る農産物貿易自由化や、食料・農業・農村を取り巻く諸課題に対応する
ため、対話・意思表明等の協力的な対応を行う。



持続可能な食料システムの変革に向けたアセアンの農業団体の関心事項（一部）
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国名 概要

インドネシア

・地域の食料遺伝資源を最大限活用し、農地と水資源の利用を確保する。
・農地と水資源への包括的アクセスを確保する（食料生産の資源として森林・海洋を含む）
・責任のある食料消費”という考え方を、インドネシア国民が常に意識するように広め、ライ
フスタイルの一部に組み込む。

・作物の多様性を確保し、消費時の品質と衛生管理を徹底する。

マレーシア

・籾の収量を増やす新品種の研究・開発を強化。GAPによる持続可能な方法での作物栽培。
・間作により、土地利用を最大化する。アブラヤシ、バナナ、スイカ、換金作物などの間作
により、食料生産を増加させる。

・マレーシアの水源は枯渇・劣化しており、点滴灌漑、耐乾性作物等の技術を強化する。

フィリピン

・農民とその家族のための保険プログラム（作物と作物以外）を促進する。
・画一的で集中型の食料生産でなく、多様で分散型の食料生産へシフトする。
・生産者と消費者双方の利益に関して適切なバランスをとる。

タイ

・協同組合による「原産地表示」の推進を行い、地域の産品に協同組合ロゴを付与する。
・地理的表示（GI）保護制度を活用し、世界でのタイのGI産品を保護する。
・果物の品種の収穫時期の表を作成し、年間を通じて意識して食べてもらう計画を推進。

ベトナム

・AFGC加盟国間での農産物のビジネス交流と投資を促進。
・農業分野における労働者、技術者等の人的交流の促進。
・ベトナムの協同組合における共済の開発を支援。


